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目   次 
３ はじめの言葉 
 
４ 論点を探る  続 繰り返される失敗の歴史から 

情報処理の原点を学ぶ        田原文夫 
 クラウドサービスの売り込み合戦は凄まじい。ベンダーの売り込み口上には、仮想化に

よる無駄のない活用、標準化による最適なリソース配分、従量制による安価なコストなど、

結構な殺し文句が続く。無駄のない情報システムの導入と活用、標準化の実現、コスト削

減など、これまで関係者が努力してきたものの、いずれも実現できずにきた命題ばかり。

要するに目新しいものはない。限りなく失敗を繰り返してきた課題ばかりだ。換言すると、

コンピュータがいかに出来かけ商品であるかを改めて物語っている。早い話、今後とも情

報システム活用には様々なリスクが潜むということだが、それを使いこなすのも人間の知

恵である。先月に続いて、繰り返されてきた失敗を見ながら原点を考え直してみよう。 

 
１１ 情報社会を考える その３ 

 情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか      編集部 
ウィキリークスによる機密文書のインターネット上への公開行為をめぐって、各国政府

は一斉に批判の声明を出している。ウィキリークスの情報入手方法は関係者の内部告発が

ほとんどだとされ、すでに入手済みの情報は 25 万件にも達すると言われる。これまでに

公表された 300 件余に比べると凄まじい量だが、正確に確認されているわけではない。果

たして彼らの行為は情報社会における正当な情報処理活動だと言えるものか。あるいはサ

イバーテロと見なすべきものか。判断は難しい。だがしかし、彼らの行動パターン自体が

内包している危うさもいくつか指摘できる。事の成り行きによっては、かなり深刻だと言

える。もしも彼らが各国サイバー軍に逆利用されるようなこととなったら。来るべき情報

社会を生き抜くため、我が国も本格的なサイバー軍の創設が必須だと前号にて主張したが、

改めて、サイバーネット時代の世界における日本国、日本における企業、企業における我々

自身の存在を考えさせられる。 

 

１５ クラウドの仮想化サービスに潜む課金制度と保守料金問題    aism 

クラウドサービスが絶対的に安いということはない 

保守契約および保守料金に関する議論は、クラウドサービス環境での課金問題へと発展

してきた。仮想化、標準化、自動化とクラウドコンピューティング環境を実現する要素テ

クノロジーが力説されている程度で、統一されたサービスレベルの提案もできていない。

官公庁などでは新興宗教的に「クラウドは安い」と信じ切っているようだが、まさに全体

像を把握した上での結論ではない。aism ネットクラブで討議を始めたところで早くも「ク
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ラウドサービスが絶対的に安価というわけではない」の認識が出てきている。少なくとも、

本格的な活用を始める前に、セキュリティ問題だけでなく、安いとされる料金課金制度の

確認と確立をベンダー側に求めていく必要がありそうだ。 
 

２０ 人材紹介業界の秘話と悲話 
第四話 明日の愛より今日の恋／あー恋人来たらず       Dr.ベスト 

自社のソフトウェア技術者を自力で育成しているのは、今や大手企業よりも中小企業の

ほうだという指摘がある。下請けの下請けの下請けのという、何段階にもわたるソフトウ

ェア開発業界にあって、最終的な開発の実務を担っているのが、中小のソフトウェア開発

企業だからである。自社要員で開発しなければ利潤が出せないという背景もある。また「実

際に仕事をする」という自負と気構えを持って臨んでいる集団であるからでもある。ただ、

残念なことは、彼ら本当の仕事人にダイレクトにソフトウェア開発依頼をするユーザー組

織が少ないことである。ここにも、人材調達／要員確保の悲話と秘話がある。 

 
２４ 続インテリジェンスへのいざない ⑫ 

情報管理とは情報漏えいのアンチテーゼではない       今井 武 
情報が漏えいしたから情報管理をしなくてはならない。情報管理すなわち情報漏えい防

止策だという発想だ。これほど安易で短絡的な発想もない。仮にそれが情報管理の神髄だ

としたら、何と幸せなことか。情報管理の発想には、情報セキュリティ対策を施すこと、

正しいアクセス管理をすること、適切な情報活用をすること、倫理観と正義感に基づいた

活用をすること、他人を誹謗中傷することのない情報活用をすることなどが含まれている。

改めて「情報管理とは」を考えてみたい。 

 
２７ IT 新時代とパラダイム・シフト 
   第１５回 事業仕分けとＩＴ予算の見直           根本忠明 
国民の注目を集めた民主党政権の事業仕分けは、混迷を極めた。科学技術や IT 関連の予

算にも影響が及んでいる。大幅な財政赤字の削減が求められるなか、長期的な IT 政策の

在り方と効果的な IT 予算の編成が求められている。この観点から、今回の事業仕分けを

振り返ってみる。 

 
３１ 一味違うウェブ検索 
 第五話 ウィキぺディアをグローバルに調べる       ぐぅのうぇぶへい 
ウィキペディアには各国版があり、機械翻訳で簡単に読める。各国語版は独自に編集さ

れているので、これらを比較参照することで、「プラスα」の情報を簡単に入手できる。 
 
３３ しすてむこらむ 
クラウドビジネス本格化への布石 

IBM パブリッククラウドサービスを開始 

日本ではプライベートクラウドを優先したかった    メゾフォルテ 
 

３５ 連載 ことわざ笑タイム                 すぎやまチヒロ 
    笑って考えてもらいます。 
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